
その後

●新
にい

潟
がた

県
けん

は、
阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

を調
ちょう

査
さ

した結
けっ

果
か

、
有
ゆう

機
き

水
すい

銀
ぎん

の影
えい

響
きょう

が
取り除

のぞ

かれたことを確
かく

認
にん

して、阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

の
安
あん

全
ぜん

宣
せん

言
げん

を
出しました。

新
にい

潟
がた

県
けん

庁
ちょう

これまで
どのような
ことに
取り組まれて
きましたか？
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阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

の清
きよ

らかな流れを取りもどして

再
さい

生
せい

❶ 環
かん

境
きょう

の再
さい

生
せい 阿阿

ああ

賀賀
がが

野野
のの

川川
がわがわ

のの安安
あんあん

全全
ぜんぜん

宣宣
せんせん

言言
げんげん

阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

で川魚を釣
つ

る、漁
ぎょ

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

の組
くみ

合
あい

員
いん

の話

　地元の漁
ぎょ

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

に入って、川魚を釣
つ

ってきましたが、新
にい

潟
がた

水
みな

俣
また

病
びょう

が起
きてからは、ウグイやニゴイなどの川魚を食べてはいけないと、新

にい

潟
がた

県
けん

から
言われました。でも、阿

あ

賀
が

野
の

川
がわ

の安
あん

全
ぜん

宣
せん

言
げん

が出たことで、またおいしい川魚
を釣

つ

って、食べても良
よ

いことになり、とてもうれしかったですね。

阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

の安
あん

全
ぜん

宣
せん

言
げん

　公
こう

害
がい

の発生から 10年以
い

上
じょう

たったころ、新
にい

潟
がた

県
けん

は
阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

の汚
お

染
せん

について、くわしく調
ちょう

査
さ

を行いまし
た。そして、有

ゆう

機
き

水
すい

銀
ぎん

の影
えい

響
きょう

がすべて取り除
のぞ

かれた
ことが確

かく

認
にん

できたため、新
にい

潟
がた

県
けん

は 1978（昭
しょう

和
わ

53）
年に、「阿

あ

賀
が

野
の

川
がわ

の安
あん

全
ぜん

宣
せん

言
げん

」を出しました。

　今では、阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

は昔
のような清

きよ

らかな流れを
取りもどしています。

▲有
ゆう

機
き

水
すい

銀
ぎん

の影
えい

響
きょう

を取り除
のぞ

く、阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

の工事の様子 写真所
しょ

蔵
ぞう

：
坂
ばん

東
どう

克
かつ

彦
ひこ

氏
し

▲阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

の安
あん

全
ぜん

宣
せん

言
げん

を伝
つた

えた新聞の記事

（ ）昭
しょう

和
わ

５３年３月２５日
新
にい

潟
がた

日
にっ

報
ぽう

▲清
きよ

らかな流れを取
りもどした阿

あ

賀
が

野
の

川
がわ

新
にい

潟
がた

県
けん

が阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

を調
ちょう

査
さ

した結
けっ

果
か

、排
はい

水
すい

口
こう

近くの阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

の川
かわ

底
ぞこ

から、有
ゆう

機
き

水
すい

銀
ぎん

の汚
お

染
せん

が確
かく

認
にん

されたため、それらを取り除
のぞ

く工事が行われました。

▲現
げん

在
ざい

の排
はい

水
すい

口
こう

写
しゃ

真
しん

撮
さつ

影
えい

：山
やま

口
ぐち

冬
ふゆ

人
と

氏
し

●新
にい

潟
がた

県
けん

は、
毎年、阿

あ

賀
が

野
の

川
がわ

の
川魚などの
水
すい

銀
ぎん

調
ちょう

査
さ

も
行って
います。


